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１．まえがき

　黒部峡谷鉄道株式会社では，旅客用トロッコ列車の輸送効
率向上，および工事用資材の運搬能力増強のためEDV形新
型電気機関車を2両導入した。
　今回導入したEDV形機関車は，VVVFインバータ制御を
採用し，省エネルギー・省メンテナンス化を図った機関車で
ある。
　機関車の主要諸元を表１に，制御装置（VVVF/SIV装置）
の回路接続図を図１に，機関車の外観を図２に示す。
　当社は，EDV形機関車用として，制御装置（VVVF/SIV装
置），主電動機，主幹制御器などの電機品を納入した。
　以下に納入した主な電機品について紹介する。

■ 図１ 主回路接続図
　 Fig.1 Main circuit diagram for propulsion system

■ 表１ 車両主要諸元
　 Table1 Table1 Major features of Iocomotive

項　目 仕　様

機関車方式 直流電気機関車

自重 18t

主要寸法
全長 6900mm
全幅 1622mm
高さ 2730mm

軸配置 Bo-Bo

軌間 762mm

電気方式 架空電車線方式 DC600V

制御方式 VVVF インバータ制御，回生／発電ブレーキ付

歯車比 78/14=5.57

最高速度 運転：25 km/h（設計：30km/h）

機関車出力 168kW（1 時間定格出力）
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■ 図２ 機関車外観
　 Fig.2 Locomotive

■ 表２ 主回路機器構成
　 Table2 List for equipment

２．納入機器概要

　当社納入の主な主回路機器の概要を表２に示す。

　制御装置は小型・軽量化のため，主制御器用と補助電源用
の各機器を一体箱に集約したVVVF/SIV装置としている。
　性能は，最大荷重43tを50‰上りこう配上で引き出し可能
とし，連続急こう配区間を均衡速度20km/h以上でけん引で
きる性能としている。
　電気ブレーキは回生/発電ブレンディングブレーキを採用
し可能な限り回生電力を有効に作用させることで省エネル
ギー化を図っている。なお，能力的には連続下り急こう配に
おける抑速ブレーキ力を発電ブレーキにて全負担可能として

いる。
　また，新型EDV形機関車はEDV形または既存EDR形機関
車いずれも併結運転可能としている。
２. １ VVVF/SIV装置（RG6017-A-M）

　主制御部（VVVF部）は，主電動機2台を一括制御する
1C2MのVVVFインバータを2群もつ構成とし冗長系を確保
している。
　装置の小型化を考慮し，高速度遮断器，単位スイッチ，フィ
ルタリアクトル等も一体箱に収めている。
　主回路はIGBTを使用した2レベル電圧形PWMインバータ
方式で，シンプルな構成により高信頼化・高効率化を図って
いる。IGBTおよびフィルタリアクトルの冷却方式は強制風
冷式としている。また，ゲート制御部は各種電源とインター
フェイス回路を内蔵・一体化したユニットとして，機器構成
を簡素化・高信頼化している。
　主電動機駆動制御は，速度センサレスベクトル方式を採用
し，システムの信頼性向上と高応答空転・滑走制御による粘
着性能向上を実現している。
　補助電源部（SIV部）は，CVCFインバータ1群構成で，総
合出力16.5kVAの静止型補助電源装置をVVVF装置と一体箱
構成としている。
　SIV回路はIGBTを使用した2レベル電圧形PWMインバー
タ方式で，冷却方式はVVVF装置と同様の強制風冷式として
いる。
　補助電源部（SIV部）の主要諸元を表３に示す。
　また，高速度遮断器はVVVF/SIV共用で使用し，デアイ
オングリッド方式のアークレスタイプを採用することにより
保守の低減を図っている。

項　目 仕　様

制御装置
（VVVF/SIV 装置）
（ATR-M442-RG6017A）

主制御部（VVVF 部）：
　IGBT 使用 2 レベル電圧形 PWM インバータ
　センサレスベクトル制御による VVVF 制御 
　回生／発電ブレンディングブレーキ
　1C2M × 2 群 
補助電源部（SIV 部）：
　IGBT 使用 2 レベル電圧形 PWM インバータ
　CVCF 制御
　総合出力 16.5kVA

主電動機
（TDK6412-A）

三相かご形誘導電動機
　42kW，440V，77A

項　目 仕　様

方
式

回路方式 ダイレクト変換 2 レベルインバータ方式

制御方式 PWM 制御による出力電圧制御

冷却方式 強制風冷方式

入
力

定格電圧 DC600V

瞬時電圧変動 DC600V ± 120V

出
力

定格容量 16.5kVA

定格出力電圧 三相
AC100V

三相
AC440V

直流
DC100V

直流
DC24V

定格出力 5.6kVA 7.2kVA 2.5kW 1.2kW

出力周波数 60Hz ± 1Hz —

歪率 5%以下
（定格点にて） —

負荷力率 0.8 遅れ 0.93 遅れ —

電圧精度 − 0 % 　
＋ 10% ± 5% 108.5V ～

99V
26.9V ～
24.7V

■ 表３ 補助電源装置の主要諸元
　 Table3 Specification for SIV
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２. ２ 主電動機（TDK6412-A）

　主電動機は，小型・軽量化を図った吊り掛け全閉自冷方式
の三相誘導電動機である。
　完全密閉形の主電動機で，外部からの塵埃の侵入を防ぐ構
造となっている。軸受構造はグリース潤滑方式で，絶縁軸受
を採用している。
　吊り掛け式の主電動機は，車軸と台車で支持された駆動方
式となる。主電動機の車軸側にアクスルローラ部品が取り付
けられるため，主電動機の外枠は特徴的な形状となっている。
定格一覧を表４に，外観を図３に示す。

２. ３ ブレーキ抵抗器（R2154-A-M）

　発電ブレーキ時（ブレーキチョッパ動作時）に使用するブ
レーキ抵抗器で，屋根上に設置し防雪カバーで覆う構造とし
ている。2箱1ブロック×2群の構成となっている。

３．むすび　

　以上，EDV形電気機関車用に納入した主回路電機品の概
要について紹介した。本システムを搭載した新造機関車は，
各種性能試験を実施したのち，平成24年7月より営業運転を
開始する予定である。
　最後に，本システムの完成にあたり多大なご指導を賜った，
黒部峡谷鉄道株式会社，川崎重工業株式会社，ならびにご協
力いただいた関係各位に厚く御礼申し上げる。

■ 表４ 主電動機定格
　 Table4 Specification for traction motor

項　目 仕　様

方式 三相かご形誘導電動機

駆動方式 吊り掛け方式

通風方式 全閉自冷式

定格の種類 1 時間

出力 42kW

電圧 440V

電流 77A

周波数 45Hz

極数 6

回転速度 880min-1

すべり 2.1%

効率 90.0

力率 80.0

■ 図３ 主電動機外観
　 Fig.3 Traction motor


